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地域を育み、大陸をつなぐ
2 0 1 0～20 1 1年度
国際ロータリー会長
レイ・クリンギンスミス

欠席者　石井（彰）君、石井（良）君、亥角君、遠藤(武）君、
　　　　遠藤（正）君、北澤君、窪田君、栗原君、小林君、
　　　　柴崎君、鈴木（郁）君、鈴木（正二）君、
　　　　諏訪部（照）君、千葉君、野田君、花房君、古川君、
　　　　前田君、松坂君、矢岸君、柳田君

出席報告

司 会

会長挨拶 伊豆中央ＲＣ会長　飯田鍵吾君

出席総数

前々回 38/47 80.85% 43/47 91.49%
21/42 50.00% 52名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ

修 正
出 席 率

広重版画より　三島　朝霧

第1873回例会 2011.2.12雨

　皆様今日は、立春が過ぎてもう春です。といっても外
はまだ冷たく風が吹き付けております。「春は名のみの
風の寒さや・・」　という歌。早春賦が聞こえてきます。自
宅の裏庭にある梅が、ちらほら咲き始めました。梅の便
りを聞き、梅の花を探りに行こうと思います。季節を先
取りするのが日本人の、また、俳人の美学だそうです。ま
だ咲きそろわない梅を求めて、野に遊ぶのも、遊び心と
いうものでしょうか。池田ガバナー補佐の口癖は、美学、
ダンディズム、ロータリアンは心におしゃれを持ちなさ
いと・・よく言われています。
　本日は、連休の狭間の中で、静岡第二分区ＩＭ開催に
あたり、第2620地区　中山正邦ガバナー、地元伊豆の国
市長　望月良和様はじめ、ご来賓の皆様、並びに第二分
区会員の皆様、多数のご臨席を頂きまして、盛会に開催
することが出来ました。これも皆様方のご協力の賜物と、
ホストクラブを代表致しまして、深く感謝申し上げる次
第でございます。本日のＩＭは、先に実行委員長より申
し上げました通り、第一部を全体会議とします。第二部は、
ＩＭテーマ　～富士山世界遺産登録支援活動～とし「多
様な切り口を持つ富士山」にスポットを当て
　　『　世界の富士山・その光と影とは？　』
という内容にて、本日の講師に付きましては、後ほどご
紹介を致します。　皆さま方も、今朝の新聞をご覧にな

①ロータリー2億ドルのチャレンジ
12月31日現在、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団
から授与された3億5,500万ドルの補助金に上乗せする2
億ドルを集めるために 約1億6,000万ドルがロータリア
ンから寄せられています。不足分の４,000万ドルの支
援をよろしくお願いいたします。�   
②２月の日程�
２月３日�クラブフォーラム　国際奉仕委員会�  
２月12日�第２分区　ＩＭ�  
２月17日�親睦例会 ミニコンサート　
　　　　　（交換中学生壮行会は３月に変更）�  
２月24日�卓話　諏訪部照久君�  

「奉仕の理想」
指揮　浜村真由美君
　　　(伊豆中央ＲＣ）

ロータリーソング

土屋雄三君・石井政一君
（伊豆中央ＲＣ）

ビジター

幹事報告 幹事　西本和夫君

“こんにちは、ようこそ”

水谷隆一君（伊豆中央ＲＣ）
松田三男君(三島ＲＣ）

ビジター

国歌斉唱

さったことでしょう。講師にＮＰＯ法人グランドワーク
三島でご活躍の農学博士　渡邉豊博氏をお招きし、当ク
ラブメンバーで女優の藤田弓子会員と共に、意味深いト
ークショーを企画しております。富士山は、自然遺産と
してではなく、文化遺産として捉えられています。従って、
景観や地質的観点だけでは無く、富士山の裾野に住む私
達、あるいは日本人の暮らし方にどのような影響を及ぼ
してきたか、という視点で議論を深めることで、富士山
の文化遺産としての価値を共有し、世界文化遺産登録へ
の支援活動を活発にすることを目的とします。
第三部は　会場を洋らんパークに移しての、懇親会を設
けました。会員相互の親睦と面識を広め、会員各位にロ
ータリー情報を伝える場と致したいと思います。皆様に
は会場移動など、ご不便、ご迷惑をお掛け致しますが、お
許し頂きたいと思います。
結びにあたり、本日このＩＭを機とし第二分区各クラブ
の益々のご発展と、ご臨席を賜りました皆様方が、ご健
勝でご活躍されますことを心よりご祈念申し上げまして、
簡単ではございますが歓迎の言葉と致します。

静岡第２分区ＩＭ ホストクラブ：伊豆中央ＲＣ



親睦・奉仕の輪を広げよう

（週報担当：柳田英雄）

音楽に託すポリオ撲滅への思い
米国ウィスコンシン州ウィスコンシン・ラピッズで活
動する19の楽器から成るジャズバンド、リバー・シテ
ィーズ・ジャズは、2010年6月下旬から7月初旬にかけ
て、英国、フランス、スイスを周って９回の公演を実
施し、「ロータリーの2億ドルのチャレンジ」のため
の2万ドルの募金に成功しました。 
ウィスコンシン・ラピッズ・ロータリー・クラブの会
員で、トランペットとフリューゲルホルンを担当して
いるミッチ・ビバさんは、「このツアーは、ポリオ撲
滅への募金のためだけでなく、私たちバンドにとって
も、世界的に有名なモントルー・ジャズ・フェスティ
バルを含め、国際的に公演した初めてのツアーとなり
ました」と言います。彼はまた、ロータリアンの自宅
に滞在したことにより、バンドメンバーが、真の異文
化を体験し、新たな友情を深めることができたとも語
っています。 
同バンド内で唯一のロータリアンであるビバさんが、
ポリオ・プラスに貢献するこのジャズツアーを思いつ
いたのは、2009年、第6250地区の研究グループ交換を
率いてフィリピンに赴いた時のことでした。「私はそ
こで、同じく研究グループ交換で第1180地区を率いて
フィリピンに来ていた、英国マグハル＆アーグルトン・
ロータリー・クラブのレス・ウィルソンさんに出会い
ました。彼との話から、彼の地区がポリオ撲滅の募金
のために実施した舞踏会のことを知りました」

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

委員会報告

ロータリークラブポリオ撲滅チャリティコンサートが
1月24日(月)、みしまプラザホテルの後援で行なわれま
した。
　主催は三島ロータリークラブ、伊豆中央ロータリー
クラブ、三島西ロータリークラブで、収益金の一部
29,000円を当クラブから地区ポリオ撲滅事務局へ送り
ました。

奉仕プロジェクト委員会

卓　話

理事会

静岡第２分区ＩＭ 於：伊豆の国市大仁市民会館
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